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棚卸資産評価損の計上

当社は、平成 27 年３月期（平成

資産評価損を計上することといたしましたので、お知らせいたします。

 

 

１．棚卸資産評価損の計上について

  当社が保有する棚卸資産に関しまして

関するお知らせ」において棚卸資産評価損

卸資産評価損205百万円を売上原価に計上いたしました。

差異が発生している理由は、平成

の契約が満了となるため、倉庫面積を抑制

倉庫面積圧縮に伴う商品在庫圧縮

から差異が生じております。 

 

２．業績に与える影響 

  上記の棚卸資産評価損は、本日付けで公表いたしました「平成

ります。 
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棚卸資産評価損の計上に関するお知らせ 

 

 

月期（平成 26 年 10 月 1 日～平成 27 年３月 31 日）におきまし

資産評価損を計上することといたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．棚卸資産評価損の計上について 

に関しましては、平成27年2月 12日付「人員削減等の経営合理化の取り組みに

棚卸資産評価損として150百万円ほど見込んでいる旨公表しておりましたが、棚

百万円を売上原価に計上いたしました。 

平成 27 年８月に現在の物流業務委託先である株式会社

倉庫面積を抑制し、保管費用を大幅に引き下げる経営上の

倉庫面積圧縮に伴う商品在庫圧縮により、当該商品を処分可能価額迄追加で引き下げたため、当初見積もり

上記の棚卸資産評価損は、本日付けで公表いたしました「平成 27 年３月期 決算短信」に反映されてお

 

 

平成27年５月12日 

 

 岡 隆宏 

、東証マザーズ） 

部長 阪田 貴郁 

－9293） 

きまして、下記のとおり棚卸

人員削減等の経営合理化の取り組みに

百万円ほど見込んでいる旨公表しておりましたが、棚

年８月に現在の物流業務委託先である株式会社 JP ロジサービスと

保管費用を大幅に引き下げる経営上の必要が高いと判断し、

可能価額迄追加で引き下げたため、当初見積もり

決算短信」に反映されてお

以 上 


